
年金業務監視委鼻会の開催について  

平成22年2月16日  

総務大臣決定  

1 目 的   

年金記録問題に関する対応策の着実な実施及び日本年金機構の業務  

の適正かつ確実な執行について、年金業務等に関し、専門的かつ優れ  

た見識を有する外部有識者からの意見を聴きながら、行政評価・監視  

機能等を通じ、監視を行うため、総務大臣主宰の下、年金業務監視委   

員会を開催する。  

2 メンバー   

委員会のメンバーは別紙のとおりとする。  

3 運 営   

（1）会議は座長が招集するものとする。  

（2）座長に事故があるときは、あらかじめその指名する者がその職務  

を代行するものとする。  

（3）そのほか、会議の運営に必要な事項については、座長が定めるも  

のとする。  

4 開催予定   

必要の都度、開催する。  

5 庶 務   

委員会の庶務は総務省行政評価局及び行政管理局において処理す   

るものとする。   
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第1回年金業務監視委員会 議事要旨  

1 日時 平成22年2月23日（火）17：30～18：10  

2 場所 中央合同庁舎第2号館7階省議室  

3 出席者  

（委員会）郷原座長 片桐委員 岸村委員 高山委員 吉山委員  

（総務省）原口総務大臣 渡辺総務副大臣 階総務大臣政務官  

田中行政評価局長 江澤年金業務監視委員会事務室長 讃岐総務課長 杉浦評価監視官  

明渡評価監視官  

4 議事次第  

（1）委員紹介  

（2）大臣・副大臣・政務官紹介  

（3）総務大臣挨拶  

（4）座長挨拶  

（5）委員自己紹介  

（6）年金問題に関する意見交換  

（7）年金業務監視委鼻会運営要領（案）について  

（8）今後の年金業務監視委員会の進め方について  

5 会議経過   

○ 事務局から、委員、大臣、副大臣、政務官の紹介を行った。   

○ 原口大臣から、以下の趣旨のあいさつがあった。  

一 本委員会の座長は、郷原委員にお願いしたい。   

・年金記録に対する国民の信頼回復と日本年金機構の適正・円滑な業務管理運営体制の確  

立は喫緊の課題である。   

・ 委員の皆様には、専門的知見を活かしていただき、公平公正な目で年金記録問題に関す  

る対応策が着実に実施されているか、日本年金機構の業務が適正かつ確実に執行されてい  

るかといったことについて、日本年金機構、それを監督する厚生労働省及び関係者からの  

ヒアリングやそれを踏まえた審議を行っていただきたい。   

・ 年金は、国民の信頼があってこそ初めて成り立つ制度である。国民に信頼される年金行  

政、年金業務の確立のため、是非積極的な活動をお願いする。   

○ 委員会の趣旨、業務について、事務室から、資料に基づき説明があった。   

○ 年金問題に関して、委員の間で意見交換が行われた。   

○ 委員会の遷宮要領について、事務室から、資料に基づき説明があり、議事については、委   

貞会は原則公開とされた。また、委員長が委員会開催後に記者会見を行い、議事内容を説明   

するとともに、議事要旨は速やかに公開し、会議資料及び議事録は原則公開することとされ  

た。ただし、非公開とされた会議の会議資料及び議事録については、当面非公開とすること  

とされた。   

○ 今後の進め方については、事務室から、当面のスケジュール等について説明があった。   

○ 次回の委員会を早期に開催し、日本年金機構の現状についてヒアリングを行うこととされ  

た。   

（注）速報につき、訂正の可能性あり。  

（文責年金業務監視委貞会事務室）   
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